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PRESS RELEASE（報道関係者各位）                2014年6月30日  

ノークリサーチ（本社〒120-0034 東京都足立区千住1-4-1東京芸術センター1705：代表：伊嶋謙ニ TEL：03-5244-6691 
URL：http//www.norkresearch.co.jp）は中堅・中小企業におけるPCの導入形態および管理/運用の実態に関する調査を実施した。 
本リリースは「2014年版 中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート」のダイジェストである。 

2014年 中堅・中小企業におけるPCの導入形態と管理/運用の実態に関する調査報告 

対象企業： 日本全国/全業種の年商500億円未満の中堅・中小企業 
対象職責： 企業経営もしくはITインフラの導入/選定/運用作業に関わる社員 

調査実施時期： 2014年4月～5月 
有効回答件数： 1087件 
※調査対象の詳しい情報については右記URLを参照 http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014PC_usr_rep.pdf 

調査設計/分析/執筆： 岩上由高 

＜PC管理/運用のニーズを深堀することで、PC関連ソリューションの提案機会が広がる＞ 

■ PCのハードウェア形態選択に著しい変化はないが今後はタブレットPCが増加する兆し 

■ PC管理/運用ソリューションには「実施内容」「実現手段」「必要条件」の3要素が不可欠 

■デスクトップ仮想化やクラウドサービスの訴求タイミングはPC更新/刷新時だけではない 

以下のグラフは年商5億円以上～50億円未満の中小企業クラスに属するユーザ企業に対して「導入済みPCのハードウェア 

形態」と「導入予定PCのハードウェア形態」のそれぞれの結果を尋ね、両者を比較したものだ。（本リリースの元となる調査 

レポートでは他の年商帯や業種、地域といった様々な属性で集計したデータが含まれる。また、以下のグラフでは省略して 

いるが、「自社内設置型のデスクトップ仮想化」や「サービス形態のデスクトップ仮想化（DaaS）」の導入率・導入予定なども 

尋ねている） 
 

以下のグラフを見ると、中堅・中小企業が選ぶPCのハードウェア形態としては「デスクトップPC」や「A4サイズノートPC」など 

といった従来型が依然として多くを占めていることがわかる。だが、全体に占める割合は1～2割弱であるものの 「タブレット 

としても利用可能なタブレットPCやスレートPC」については導入済みと比べ導入予定における回答割合が高くなっている点 

に留意する必要がある。 

 

本リリースの元となるレポートではこうしたPCのハードウェア形態やOSの変化を踏まえながら、ユーザ企業がPC管理/運用 

においてどのような課題を抱え、それに対してどのような対策を求めているか？などに関する分析および提言を行っている。 

次頁以降ではその一部をダイジェストとして掲載している。 

PCのハードウェア形態選択に著しい変化はないが今後はタブレットPCが増加する兆し 
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導入済み：5億円以上～50億円未満(n=378)

導入予定：5億円以上～50億円未満(n=350)

導入済みと導入予定のPCハードウェア形態の比較

デスクトップPC（据え置きを前提とした筺体） A4サイズノートPC（画面サイズ13～15インチ程度）

B5サイズノートPC（画面サイズ12～14インチ程度） サブノートPC（画面サイズ10～12インチ程度）

簡易小型ノートPC（画面サイズ10インチ以下、Ultrabookなど） ワークステーション（3次元CADなど負荷の高い処理を行うための高性能PC）

タブレットとしても利用可能な「タブレットPC」「スレートPC」 物理的なキーボードが付いていない「タブレット」

2014年版 中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート（ノークリサーチ）
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PC管理/運用ソリューションには「実施内容」「実現手段」「必要条件」の3要素が不可欠 
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以下のグラフは年商50億円以上～100億円未満の中堅Lクラスに属するユーザ企業に対し、「現在は未着手だが、これから 

取り組みたいPC管理/運用に関する項目」を尋ねた結果の一部をプロットしたものだ。実際の選択肢は20項目以上に渡るが 

ここではそのうちの一部を紹介している。 
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50億円以上～100億円未満(n=183)

C3-2.現在は未着手だが、これから取り組みたいPC管理/運用に関する項目（いくつでも）（一部の選択肢のみ抜粋）

アプリケーションのインストールや起動を管理/制御する PCの操作状況（データのコピーや印刷など）を監視する

不正なWebサイトへのアクセスを監視/禁止する USBメモリなどのデバイス利用を管理/制御する

送信メールをチェックして情報漏洩を防ぐ PC利用時に高度な認証処理を行う

スパムやフィッシングの被害を防ぐ PCの状態を監視し、異常があれば自動通知する

PCが故障しても既存の環境をすぐに復旧できる PC内のデータを自動的にバックアップする

同じ環境を複数のPCに一括して導入する 離れた拠点のPCを遠隔で管理/監視する

2014年版 中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート（ノークリサーチ）

上記のグラフが示すように、ユーザ企業がPC管理/運用に関して取り組みたいと考える項目は多岐に渡る。上記の中から 

「最も優先度の高い取り組み」をさらに詳しく尋ねた結果（本ダイジェストでは省略）を年商規模別に見てみると、PC関連の 

ソリューションとして今後注力すべき項目が見えてくる。しかし、単にニーズの高い項目を把握するだけでは不十分だ。 

 

以下のグラフは上記に挙げた項目のうちで、「 PCの操作状況（データのコピーや印刷など）を監視する」を実現する際の最も 

望ましい手段を尋ねた結果だ。このように個々の項目によって「ソフトウェアパッケージによる実現」「ハードウェアによる実現」
「デスクトップ仮想化による実現」「クラウドサービスによる実現」などユーザ企業が望ましいと考える実現手段は異なってくる。 
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C3-4.PC管理/運用に関する最優先項目を実現する際の最も望ましい実現手段

「PCの操作状況（データのコピーや印刷など）を監視する」(n=99)の場合

該当する機能を実現するソフトウェアパッケージを導入する

該当する機能をハードウェアとして備えたPCを導入する

アウトソーシングサービスを活用する

デスクトップ仮想化環境を構築する

アプリケーション仮想化を活用する

クラウドサービスを活用する

その他（＿）
2014年版中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート（ノークリサーチ）

さらに、本リリースの元となる調査レポートの中では「それぞれの実現手段に必須となる条件」についても詳しく尋ねている。 

例えば、「ハードウェアによる実現手段においては管理ツールなどのソフトウェアも同時に揃っていること」や「ソフトウェアに 

よる実現では既存のPCハードウェアをそのまま利用できること」といったように、ユーザ企業が導入可能と判断するための 

条件が存在するわけだ。このようにPC管理/運用においては「実施内容（取り組む項目）」「項目毎の実現手段」「実現手段 

毎の必要条件」の3つのファクターに基づいてソリューションを構築していくことが極めて重要だ。 
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冒頭で述べたように、中堅・中小企業が選ぶPCのハードウェア形態としては「デスクトップPC」や「A4サイズノートPC」など 

といった従来型が依然として多くを占めている。通常のPC更新サイクルに沿った提案だけでは、デスクトップ仮想化やクラ 

ウドサービスといった新たなPC形態を訴求することは難しい。だが、前頁に挙げた多種多様なPC管理/運用の取り組みの 

中には、その実現手段としてデスクトップ仮想化やクラウドサービスが比較的多く選ばれるものもある。 

 

以下のグラフは「離れた拠点のPCを遠隔で管理/監視する」（※1）という取り組みを実現する際の最も望ましい手段を尋ねた 

結果だ。※1の回答件数そのものが少ない点に注意が必要だが、※1においては実現手段として「デスクトップ仮想化環境を 

構築する」の回答割合が比較的高い。ただし、ここでのデスクトップ仮想化は仮想化されたPC環境をサーバに集約するもの 

ではなく、「リモートデスクトップ」などの機能を用いて社内のPCを社外からリモートで操作する「One To One型のデスクトップ 

仮想化」を指している点に注意する必要がある。中堅・中小企業においても複数の拠点（営業所や工場など）を持つケースは 

意外と多い。こうしたユーザ企業においては限られた人員で複数拠点に存在するPCの管理/運用を行わなければならない。 

全体のPC台数がそれほど多くなく、一部の拠点PCを効率的に管理/運用したいと考える中堅・中小企業にとっては「サーバ 

集約型のデスクトップ仮想化」は導入負担が大きい。そのため、上述の「One To One型のデスクトップ仮想化」が求められる 

ことになるわけだ。デスクトップ仮想化の訴求を検討する販社/SIerとしては中堅・中小企業に向けたファーストステップとして
「One To One型のデスクトップ仮想化」も提案の選択肢に加えておくことが望ましい。 

これと同様に、クラウドサービスについてもPC管理/運用に関連する取り組みと併せて訴求することが有効だ。本リリース中 

では詳細を省略するが、 

 

 「複数の端末を跨いでデータを共有する」 
 「社外においても社内と同じPC環境を利用できる」 
 「 PCを紛失しても情報漏洩しないようにする」 
 

といった取り組みにおいてはクラウド形態によるPC環境の提供、もしくは既存PC環境とクラウドサービスとの併用が有効で 

あることがわかる。 

 

ただし、上記の取り組みに関連するソリューションを構築する際にはスマートフォンやタブレットといったモバイルデバイス 

活用の普及など、PCを取り巻く昨今の様々な環境変化も同時に加味しておくことが必要だ。本リリースの元となっている 

調査レポートではそうした点も踏まえた上で、上記3つの取り組みに合致する有望なソリューションを具体例を挙げながら 

解説している。 
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離れた拠点のPCを遠隔で管理/監視する(n=20)

C3-4.PC管理/運用に関する最優先項目を実現する際の最も望ましい実現手段

該当する機能を実現するソフトウェアパッケージを導入する 該当する機能をハードウェアとして備えたPCを導入する

アウトソーシングサービスを活用する デスクトップ仮想化環境を構築する

アプリケーション仮想化を活用する クラウドサービスを活用する

その他（＿）

2014年版 中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート（ノークリサーチ）
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当調査データに関するお問い合わせ  
株式会社 ノークリサーチ  担当：岩上 由高 

東京都足立区千住1-4-1東京芸術センター1705  
TEL 03-5244-6691 FAX 03-5244-6692 

inform@norkresearch.co.jp 
www.norkresearch.co.jp  

 

本データの無断引用・転載を禁じます。引用・転載をご希望の場合は下記をご参照の上、担当窓口にお問い合わせください。 
引用・転載のポリシー： http://www.norkresearch.co.jp/policy/index.html 

「2014年版 中堅・中小企業におけるPC環境の実態と展望レポート」 
    本リリースの元となる調査レポート、PCの販売/提案に関わるIT企業に必携の一冊  

    「依然として残存するWindows XP環境からの移行を促進するためにはどうずれば良いのか？」 
    「今後ニーズが高まると予想されるPC管理/運用の取り組みとは何か、その際の実現手段は？」 
 

    レポート案内： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014PC_usr_rep.pdf 

   価格：180,000円(税別) 
 

     お申込み方法：   

        ホームページ(http://www.norkresearch.co.jp)から、またはinform@norkresearch.co.jp宛にメールにてご連絡ください 

調査レポート最新刊のご案内 

「 カ ス タ ム リ サ ー チ 」 は ク ラ イ ア ン ト 企 業 様 個 別 に 設 計 ・ 実 施 さ れ る 調 査 と コ ン サ ル テ ィ ン グ で す 。 

 

１．調査企画提案書の提示： 

  初回ヒアリングに基づき、調査実施要綱(調査対象 

  とスケジュール、費用など)をご提案させていただく 

 

２．調査設計： 

  調査企画提案に基づき、具体的な調査方法の選定、 

  調査票の設計/作成やインタビュー取材計画立案を 

  行う  

 

３．実施と集計： 

  設計された調査を実施し、その結果を集計する 

 

４．分析： 

  集計結果を分析し、レポートを作成する 

 

５．提言： 

  分析結果を基にした提言事項を作成し、報告する 

多彩な調査方法が活用できます。 
 
定量調査（アンケート調査） 
  ユーザ企業の実態とニーズを数値的に把握したい 
  販社やSIerが望む製品やサービスの動向を知りたい 

 
定性調査(インタビュー調査) 
  ユーザ企業が抱える課題を個別に詳しく訊きたい 
  販社やSIerがベンダに何を期待しているかを訊きたい 
 
デスクトップリサーチ 
  競合他社の動向などを一通り調べたい 
   
 
 

カスタムリサーチのご案内 

好評いただいている既刊の調査レポート 

 「2014年版 中堅・中小企業におけるサーバ仮想化活用の実態と展望レポート」 

   レポート案内： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rep1.pdf 

   ダイジェスト（サンプル）： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rel1.pdf 

 

 「2014年版 中堅・中小企業におけるサーバ購入先選定の実態と展望レポート」 

   レポート案内： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rep2.pdf  

  ダイジェスト（サンプル）： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rel2.pdf 

 

 「2014年版 中堅・中小企業におけるサーバ管理課題の実態と対策レポート」   

   レポート案内： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rep3.pdf 

  ダイジェスト（サンプル）： http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014server_usr_rel3.pdf 

 

その他、様々な分野の調査レポートが右記URLからご覧いただけます。 http://www.norkresearch.co.jp 

http://www.norkresearch.co.jp/pdf/2014PC_usr_rep.pdf
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